
林 野 労 組 九 州

　

３
月
12
日
「
２
０
２
４
新
賃
金
等

に
関
す
る
要
求
書
」
を
加
藤
執
行
委

員
長
か
ら
島
田
総
務
企
画
部
長
に
提

出
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
４
新
賃
金
等
に
関
す
る
要

求
書
と
し
て
、
現
在
の
状
況
は
、
実

質
経
済
成
長
率
の
マ
イ
ナ
ス
成
長
や
、

30
年
ぶ
り
の
賃
上
げ
水
準
と
な
っ
た

２
０
２
３
春
闘

以
降
も
、
物
価

の
上
昇
に
実
質

賃
金
が
追
い
つ

か
な
い
状
況
と

な
っ
て
お
り
、

家
計
は
一
段
と

厳
し
さ
が
増
し

て
い
る
。
生
活

の
苦
し
さ
や
、

将
来
に
対
す
る

不
安
、
こ
れ
ら

の
生
活
実
態
を

踏
ま
え
て
、
賃

金
等
総
合
的
労

働
条
件
の
改
善

に
向
け
て
要
求

し
ま
し
た
。

　

内
容
と
し
て

は
、「
生
活
実
態
を
踏
ま
え
た
賃
上

げ
」「
人
事
院
規
則
に
基
づ
い
た
昇

格
基
準
の
見
直
し
」「
一
時
金
及
び

諸
手
当
の
引
き
上
げ
」「
通
勤
手
当

に
お
け
る
新
幹
線
等
利
用
の
加
算
額

の
引
き
上
げ
」「
特
殊
勤
務
手
当
に

お
け
る
山
上
等
作
業
手
当
の
適
用
業

務
拡
大
」「
住
居
手
当
に
つ
い
て
要
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林
野
労
組

　

暖
か
い
日
差

し
で
春
を
実
感

す
る
。
冬
場
は

地
面
も
凍
り
、

今
後
は
昆
虫
類

も
雪
解
け
で

徐
々
に
出
て
く
る
。
そ
こ
で
今
回

は
虫
の
話
を
す
る
。（
生
態
系
等

の
業
務
は
携
わ
っ
た
事
は
な
い

が
）
▼
ア
リ
は
地
中
に
巣
を
作
り
、

お
菓
子
等
を
少
し
で
も
落
と
す
と

寄
っ
て
く
る
。
全
員
で
協
力
し
て

巣
に
運
ぶ
が
、
重
い
物
を
運
ぶ
力

は
驚
愕
だ
。「
働
き
ア
リ
」
や

「
兵
隊
ア
リ
」
と
言
わ
れ
る
ア
リ

も
い
て
、
そ
の
ア
リ
は
自
ら
の
意

思
と
は
関
係
な
く
そ
の
名
称
で
働

か
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

少
し
心
配
に
な
る
が
・
・
・
▼
名

称
の
経
緯
は
不
明
だ
が
、
実
は
働

き
ア
リ
は
10
匹
の
う
ち
３
匹
は
休

憩
し
て
い
る
そ
う
だ
。
こ
れ
は
サ

ボ
り
で
は
な
く
、
交
代
要
員
と
の

事
。
あ
れ
だ
け
の
肉
体
労
働
を
交

代
な
し
で
は
長
生
き
も
出
来
な
い

だ
ろ
う
。
人
員
が
減
少
し
、
交
代

要
員
が
い
な
い
現
状
で
は
、
そ
の

人
頼
み
で
体
が
故
障
す
る
ま
で
働

く
の
か
。
そ
ん
な
の
ア
リ
？

 

（
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
）

年輪

件
を
具
備
し
た
当
該
月
か
ら
の
支

給
」「
日
額
旅
費
の
規
定
廃
止
等
が

予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
国
有
林
野
事

業
の
職
場
実
態
を
踏
ま
え
た
現
場
業

務
等
の
手
当
の
創
設
」「
非
常
勤
職

員
の
待
遇
改
善
・
給
与
の
適
用
号
俸

の
引
き
上
げ
」「
期
間
業
務
職
員
制

度
に
つ
い
て
、
通
年
・
週
５
フ
ル
タ

イ
ム
雇
用
の
制
度
化
」「
非
常
勤
職

員
の
休
暇
制
度
に
つ
い
て
、
常
勤
職

員
と
待
遇
が
異
な
る
制
度
の
改
善
」

「
定
年
の
段
階
的
引
き
上
げ
に
よ
る

60
歳
超
職
員
の
増
加
を
踏
ま
え
、
継

続
的
な
新
規
採
用
者
確
保
、
あ
わ
せ

て
55
歳
定
昇
ス
ト
ッ
プ
の
見
直
し
等
、

制
度
の
改
善
」「
定
年
前
再
任
用
後

の
暫
定
再
任
用
を
実
現
、
ま
た
、
再

任
用
職
員
が
現
在
支
給
さ
れ
て
い
な

い
手
当
の
支
給
」「
労
働
時
間
短
縮

の
施
策
」「
特
別
休
暇
の
拡
大
」「
育

児
休
養
制
度
の
内
容
の
充
実
と
、
取

得
し
や
す
い
環
境
の
整
備
」「
介
護

休
暇
の
有
給
化
や
期
間
の
拡
大
等
、

内
容
の
充
実
」「
子
の
看
護
休
暇
に

お
け
る
対
象
年
齢
及
び
休
暇
日
数
の

拡
大
」「
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
」

「
人
事
異
動
の
時
期
の
平
準
化
や
発

令
日
の
分
散
等
」「
将
来
要
員
規
模

に
基
づ
く
定
員
の
確
保
」「
障
が
い

者
雇
用
に
お
け
る
職
場
環
境
の
整
備

等
」「
男
女
平
等
の
推
進
」「
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
対
策
」
等
と
し
て
い
ま
す
。

　

林
野
庁
単
独
で
改
善
出
来
な
い
課

題
は
あ
る
も
の
の
、
要
求
は
確
実
に

林
野
庁
、
人
事
院
へ
と
上
申
す
る
こ

と
を
強
く
求
め
ま
し
た
。
以
前
か
ら

当
局
側
の
見
解
と
し
て
、
当
局
と
し

て
改
善
出
来
な
い
も
の
は
上
部
に
申

達
し
、
そ
れ
以
外
の
も
の
は
改
善
し

て
い
き
た
い
と
の
前
向
き
な
姿
勢
を

示
し
て
お
り
、
今
後
も
要
求
を
続
け

て
い
く
事
が
重
要
で
あ
り
、
早
期
の

課
題
解
決
に
向
け
て
、
今
後
も
引
き

続
き
取
り
組
み
を
強
化
し
、
継
続
し

て
要
求
し
て
い
き
ま
す
。

　

2
0
2
4
春
季
生
活
闘
争
に
お
け

る
取
組
を
進
め
る
中
で
、
3
月
8
日
、

林
野
労
組

九
州
地
本

は
国
交
連

合
九
州
と

連
携
し
、

人
事
院
九

州
事
務
局

交
渉
を
実

施
し
ま
し

た
。

　

国
交
連

合
九
州
か
ら
9
名
、
林
野
労
組
か
ら

松
本
執
行
委
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
国
交
連
合
九
州
の
薬
師
寺

議
長
（
国
税
労
組
）
よ
り
、「
本
年

の
民
間
春
闘
で
は
、
高
水
準
の
要
求

に
対
し
て
満
額
回
答
さ
れ
る
事
例
が

多
く
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
国
民

生
活
の
基
盤
を
担
う
我
々
公
務
の
現

場
で
は
、
適
切
な
賃
金
と
は
言
え
な

い
状
態
が
続
い
て
い
る
。
組
合
員
が

公
務
の
職
場
に
就
い
て
よ
か
っ
た
と

感
じ
る
た
め
に
、
本
日
は
要
求
し
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
①
賃
金
要
求
、
②
社
会

と
公
務
の
変
化
に
応
じ
た
給
与
制
度

の
整
備
、
③
非
常
勤
職
員
の
労
働
条

件
改
善
、
④
労
働
時
間
の
短
縮
、
⑤

障
が
い
者
雇
用
、
⑥
女
性
参
画
の
推

進
、
⑦
定
年
の
段
階
的
引
上
げ
に
伴

う
各
種
政
策
、
⑧
福
利
厚
生
施
策
の

充
実
に
併
せ
、
林
野
労
組
か
ら
「
山

上
等
作
業
手
当
の
適
用
業
務
の
拡

充
」
を
求
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
人
事
院
九
州
事
務
局

長
は
、「
林
野
労
組
の
要
求
事
項
に

つ
い
て
は
、
以
前
よ
り
本
院
へ
伝
え

て
い
る
と
こ
ろ
。
過
酷
な
現
場
作
業

で
あ
る
こ
と
を
含
め
、
改
め
て
本

院
・
関
係
課
に
伝
え
て
参
る
」
と
見

解
を
示
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
薬
師
寺
議
長
よ
り
、「
回

答
は
承
っ
た
が
、
本
日
段
階
の
回
答

で
あ
る
と
受
け
止
め
る
。
本
要
求
の

解
消
に
向
け
、
引
き
続
き
意
見
を
伝

え
て
い
く
」
と
延
べ
、
交
渉
を
終
え

ま
し
た
。

当
面
の
行
動

4
月
3
日　

執
行
委
員
会

4
月
10
日　

安
全
祈
願

4
月
17
日　

執
行
委
員
会

4
月
26
日　

第
２
回
役
員
推
薦
委
員

会

5
月
9
日　

地
本
団
体
交
渉

✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
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松本執行委員が要求書を手交

各種課題の解消に向け加藤委員長より要求書を手交

　

林
野
労
組
九
州
地
本
は
、
２
０
２
４
春
季
生
活
闘
争
の
取

り
組
み
と
し
て
、
３
月
12
日
に
九
州
局
当
局
に
対
し
て
要
求

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

要
求
書
の
提
出
は
、
中
央
段
階
で
の
取
り
組
み
と
連
動
さ

せ
る
た
め
に
、
地
本
・
各
分
会
か
ら
積
み
上
げ
て
中
央
交
渉

へ
と
つ
な
げ
る
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

国
交
連
合
九
州
と
連
携

　
　  

全
体
で
の
課
題
改
善
へ

〜
国
交
連
合
九
州
・
林
野
労
組

　
人
事
院
交
渉
〜

各種課題の解決に向け要求書を提出
中央・人事院へとバトンを繋ぐ

～林野労組九州地本　要求書提出～

【
技
セ
ン
分
会
：
柿
本
通
信
員
】

　

３
月
15
日
、
分
会
は
所
長
室
に
お

い
て
、「
２
０
２
４
新
賃
金
等
に
関

す
る
要
求
書
」
を
当
局
に
提
出
し
ま

し
た
。

　

昨
年
10
月
に
実
施
し
た
生
活
実
態

調
査
で
は
、
多
く
の
組
合
員
が
「
生

活
の
苦
し
さ
と
将
来
に
対
す
る
不

安
」「
労
働
条
件
の
改
善
」
を
訴
え
、

極
め
て
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

当
分
会
で
は
、
こ
う
し
た
生
活
実

態
を
踏
ま
え
、
賃
金
な
ど
総
合
的
労

働
条
件
の
改
善
に
向
け
、
①
賃
金
の

引
き
上
げ
、
②
非
常
勤
職
員
の
雇
用

確
保
と
処
遇
の
改
善
、
③
定
年
の
段

階
的
引
き
上
げ
に
伴
う
各
種
施
策
、

④
労
働
時
間
短
縮
等
労
働
諸
条
件
の

改
善
、
⑤
障
が
い
者
雇
用
、
⑥
男
女

平
等
の
実
現
、
⑦
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対

策
等
に
つ
い
て
、
要
求
し
ま
し
た
。

　

当
局
か
ら
は
、「
要
求
書
に
つ
い

て
上
部
進
達
を
す
る
と
と
も
に
セ
ン

タ
ー
と
し
て
改
善
で
き
る
こ
と
は
改

善
を
行
い
た
い
」
と
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。

要求書を手交する柿本分会委員長

要
求
書
提
出

 

〜
森
林
・
技
術
セ
ン
タ
ー
分
会
〜



林 野 労 組 九 州

【
青
女
委
：
山
形
通
信
員
】

　

令
和
６
年
３
月
２
日
か
ら
４
日
ま

で
の
三
日
間
に
か
け
て
林
野
会
館

（
東
京
都
）
に
て
「
２
０
２
４
林
野

労
組
青
年
女
性
春
闘
生
活
闘
争
学
習

交
流
集
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
の
各
地
本
か
ら
28
名
が
集
ま

り
、
九
州
地
本
か
ら
は
、
青
年
女
性

委
員
長
の
山
形
（
大
分
分
会
）
と
傍

聴
と
し
て
片
野
常
任
委
員
（
長
崎
分

会
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
山
名
中
央
青
女
委
員
長
よ

り
「
各
地
本
に
お
い
て
様
々
な
工
夫

を
し
な
が
ら
運
動
を
展
開
し
て
い
た

組
合
の
重
要
性
を
丁
寧
に
周
知
し
て

い
き
な
が
ら
、
粘
り
強
く
対
応
し
て

い
く
事
と
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
情
勢
と
し
て
、
賃
金
が
物

価
上
昇
に
追
い
つ
い
て
お
ら
ず
、
苦

し
い
家
計
状
況
で
あ
っ
た
り
、
親
族

の
介
護
等
で
、
加
入
に
対
し
て
検
討

し
た
い
と
い
っ
た
声
を
聞
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な

厳
し
い
状
況
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
組

織
全
体
の
力
を
高
め
る
た
め
、
組
織

化
対
策
は
最
重
要
課
題
で
あ
り
、
安

だ
き
感
謝
し
て
い
る
。
物
価
高
騰
な

ど
厳
し
い
現
状
が
続
い
て
い
る
中
で
、

日
頃
か
ら
問
題
と
し
て
浮
き
彫
り
に

な
っ
て
い
る
職
場
実
態
や
生
活
実
態

の
改
善
に
向
け
て
各
地
本
・
分
会
で

継
続
し
て
取
り
組
み
を
お
願
い
し
た

い
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
共
済
オ
ル
グ
と
し
て
、

森
林
労
連
共
済
の
水
田
専
務
理
事
よ

り
、
こ
く
み
ん
共
済
に
つ
い
て
、
オ

ル
グ
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
情
勢

報
告
と
し
て
、
林
野
労
組
中
央
本
部

執
行
委
員
の
天
田
交
渉
部
長
に
よ
る

林
野
労
組
の
現
状
や
、
現
在
の
情
勢

報
告
等
が
あ
り
、
一
日
目
が
終
了
し

ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
ま
ず
問
題
提
起
で
、

各
地
本
段
階
に
お
け
る
問
題
等
に
つ

い
て
代
表
者
が
発
言
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、「
職
場
環
境
の
改
善
」、

「
要
員
要
求
」、「
庁
舎
・
宿
舎
の
改

善
」、「
賃
金
・
諸
手
当
・
諸
権
利
」

の
４
つ
の
班
に
分
か
れ
分
散
会
を
実

施
し
ま
し
た
。
同
じ
よ
う
な
実
態
も

あ
れ
ば
、
地
域
特
有
の
問
題
も
あ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
共
有
し
、
他
地

本
の
人
た
ち
と
交
流
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

三
日
目
は
、
分
散
会
で
出
さ
れ
た

意
見
を
ま
と
め
、
林
野
庁
交
渉
を
行

い
ま
し
た
。
中
央
段
階
ま
で
上
げ
ら

れ
て
い
る
意
見
は
、
局
・
署
で
上
部

へ
進
達
す
る
と
回
答
が
あ
っ
た
も
の

が
多
く
、
林
野
庁
交
渉
に
お
い
て
も

「
実
態
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
る
。

林
野
庁
段
階
で
解
決
で
き
る
も
の
で

心
安
全
で
安
定
し
た
勤
務
条
件
を
維

持
向
上
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
新
規
採
用
者

以
外
の
未
加
入
者
も
加
入
に
向
け
た

取
組
を
継
続
し
、
全
員
が
「
仲
間
」

と
し
て
、
今
後
も
よ
り
良
い
職
場
を

作
り
、
若
い
組
合
員
が
将
来
を
担
う

人
材
と
な
る
よ
う
、
地
本
・
分
会
が

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

九
州
地
本
で
は
、
４
月
を
組
織
対

策
強
化
月
間
と
し
、
１
日
を
統
一
行

動
日
と
し
て
新
採
組
織
化
対
策
を
実

施
し
ま
し
た
。
九
州
地
本
で
は
毎
年

新
規
採
用
者
が
配
属
さ
れ
る
日

（
２
０
２
４
年
度
は
４
月
１
日
）
に

集
中
的
に
取
り
組
む
事
を
意
思
統
一

し
、
今
年
度
も
該
当
す
る
全
分
会
で

取
組
を
行
い
ま
し
た
。

　

４
月
５
日
ま
で
の
１
週
間
で
17
名

の
新
採
者
等
の
組
織
化
が
図
ら
れ
、

一
定
の
成
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、「
ま
だ
検
討
し
た
い
」
と

言
っ
た
回
答
も
あ
り
、
今
後
も
労
働

「期待のルーキー」
中村　柊さん（北薩分会）

　

今
回
は
、
北
薩
分
会
か
ら
「
中

村　

柊
（
し
ゅ
う
）」
さ
ん
を
紹

介
し
ま
す
。
中
村
さ
ん
は
長
崎
県

立
諫
早
農
業
高
校
を
卒
業
後
、
令

和
５
年
４
月
に
北
薩
森
林
管
理
署

に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

業
務
は
総
務
グ
ル
ー
プ
の
経
理

を
担
当
し
て
お
り
、
上
司
の
指
導

の
下
、
日
々
一
生
懸
命
業
務
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
最
近
は
メ
キ

メ
キ
と
実
力
を
つ
け
、
熟
練
の
事

業
者
の
方
と
も
対
等
に
話
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

業
務
中
は
非
常
に
集
中
し
て
お

り
い
つ
も
は
硬
い
表
情
で
す
が
、

時
折
見
せ
る
無
邪
気
な
笑
顔
で
雰

囲
気
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
隣

の
○
○
さ
ん
か
ら
は
『
ま
だ
ま
だ

中
学
生
で
も
い
け
る
よ
！
』

と
よ
く
か
わ
い
が
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

趣
味
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
よ

う
で
、
休
日
は
自
分
で
考
え

た
近
所
の
と
て
も
過
酷
な

コ
ー
ス
を
走
っ
て
お
り
、
苦

し
む
こ
と
が
快
感
な
中
村
さ

ん
は
充
実
し
た
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
持
ち
前
の
明
る

さ
と
行
動
力
で
北
薩
分
会
の

ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の

活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

 

（
北
薩
分
会
：
東
通
信
員
）

笑顔でみんなを和ませる

【
屋
久
島
分
会
：
木
崎
通
信
員
】

　

屋
久
島
森
林
管
理
署
分
会
（
髙

本
執
行
委
員
長
）
は
13
日
、

2
0
2
4
新
賃
金
に
関
す
る
要
求

書
を
屋
久
島
森
林
管
理
署
長
へ
手

渡
す
と
と
も
に
、
組
合
員
の
生
活

実
態
を
踏
ま
え
、
す
べ
て
の
職
員

の
賃
金
を
積
極
的
に
引
き
上
げ
る

こ
と
、
非
常
勤
職
員
の
雇
用
確
保
、

労
働
時
間
短
縮
等
、
労
働
諸
条
件

の
改
善
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
の

体
制
整
備
を
図
る
こ
と
等
、
林
野

庁
当
局
と
し
て
責
任
を
持
っ
た
対

策
を
講
じ
る
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。

　

昨
年
、
10
月
に
実
施
し
た
組
合

員
の
生
活
実
態
調
査
で
は
多
く
の

組
合
員
が
生
活
の
苦
し
さ
と
将
来

に
対
す
る
不
安
、
労
働
条
件
の
改

善
を
訴
え
て
お
り
、
極
め
て
厳
し

い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
機
会
あ
る
毎
に
組
合
員
の
労
働

条
件
の
改
善
等
を
当
局
へ
訴
え
て

い
く
こ
と
を
執
行
部
で
も
確
認
し

ま
し
た
。

【
局
分
会
：
藤
川
通
信
員
】

　

2
0
2
4
年
３
月
３
日
、
山
鹿
市

「
歴
史
公
園
鞠
智
城
」
に
お
い
て
、

「
2
0
2
4
春
季
生
活
闘
争
勝
利
」

連
合
熊
本
第
31
回
産
別
・
地
協
対
抗

駅
伝
大
会
に
熊
本
地
域
森
林
労
連
と

し
て
、
局
分
会
・
熊
本
分
会
か
ら
10

名
参
加
し
ま
し
た
。

　

連
合
熊
本
構
成
組
織
、
地
域
協
議

会
、
福
祉
事
業
体
の
組
合
員
、
役
職

員
及
び
、
ご
家
族
と
の
団
結
や
親
睦

を
目
的
に
熊
本
県
内
か
ら
33
チ
ー
ム

の
参
加
が
あ
り
、
日
本
陸
連
非
公
認

の
約
14
・
6
k
m
全
８
区
間
を
タ

ス
キ
で
繋
ぎ
ま
し
た
。

　

我
が
ド
リ
ー
ム
チ
ー
ム
で
花
の
１

区
を
飾
る
の
は
、
朝
と
昼
に
ア
パ
ー

ト
か
ら
局
５
階
ま
で
駆
け
て
鍛
え
た

ス
プ
リ
ン
ト
力
が
魅
力
の
岡
（
局
）。

２
区
は
、
10
年
ぶ
り
に
箱
根
路
へ

帰
っ
て
き
た
東
京
農
大
を
卒
業
し
た

塩
﨑
（
熊
本
）。
各
チ
ー
ム
の
エ
ー

ス
が
揃
う
最
長
区
間
３
区
は
、
局
内

で
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
２
位
の
成
績
を

収
め
た
北
川
（
局
）。
４
区
は
、
箱

根
駅
伝
常
連
の
古
豪
・
明
治
大
学
出

身
の
部
原
（
局
）。
５
区
は
、
今
年

の
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
無
念
の
欠
場
で

雪
辱
に
燃
え
る
横
田
（
熊
本
）。
６

区
は
、
マ
ラ
ソ
ン
の
タ
イ
ム
が
出
場

す
る
度
に
遅
く
な
っ
て
い
る
藤
川

（
局
）。
７
区
は
、
趣
味
が
ラ
ン
ニ
ン

グ
と
い
う
最
年
少
の
村
岡
（
熊
本
）。

最
終
区
の
ア
ン
カ
ー
８
区
を
務
め
た

の
は
、
熊
本
分
会
執
行
委
員
長
で
安

定
感
が
半
端
な
い
下
大
迫
（
熊
本
）。

　

入
賞
を
目
指
し
て
臨
ん
だ
今
大
会

で
し
た
が
、
惜
し
く
も
15
位
（
全
33

チ
ー
ム
）
と
い
う
結
果
に
終
わ
り
ま

し
た
。
タ
ス
キ
の
一
時
紛
失
や
幻
の

区
間
賞
な
ど
色
々
あ
り
ま
し
た
が
、

ケ
ガ
も
無
く
タ
ス
キ
も
繋
が
り

2
0
2
4
春
闘
勝
利
に
向
け
て
分
会

を
超
え
た
団
結
と
親
睦
を
図
る
良
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。
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地本段階での問題を山形委員長が共有

取組について話す片野常任委員

全国から結集！

未
来
を
担
う
世
代
の

　
　
　
加
入
に
向
け
取
り
組
み

 

〜
九
州
地
本
　
新
規
採
用
者
組
織
化
対
策
〜

春
闘
勝
利
に
向
け
駅
伝
で
共
闘
！

〜
熊
本
地
域
森
林
労
連
チ
ー
ム

 

局
分
会
・
熊
本
分
会
〜

積み上げた課題を中央へ！
全体での解決に向け取組

～中央学習交流集会～要求書　屋久島

要
求
書
提
出

　
　
　 

〜
屋
久
島
分
会
〜

は
な
い
の
で
上
部
へ
進
達
す
る
」
と

い
っ
た
回
答
に
留
ま
り
ま
し
た
。
山

積
み
と
な
っ
て
い
る
問
題
解
決
に
向

け
、
引
き
続
き
職
場
実
態
、
生
活
実

態
の
問
題
を
共
有
し
、
取
り
組
み
を

強
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
感
じ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
山
名
中
央
青
女
委
員
長

の
力
強
い
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
会

し
ま
し
た
。

全員で力を合わせて！

力走を見せる岡さん（局分会）

アンカーで奮闘する下大迫さん（熊本分会）

　

分
会
で
開
催
し
た
い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
や
会
議
、

地
域
の
集
会
等
の
記
事
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、

教
宣
担
当
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
へ
投
稿
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

E-m
ail　

sinrin14-kaku@
siren.ocn.ne.jp

 

（
教
宣
担
当
）

記
事
を
募
集
し
て
い
ま
す
‼


